
富岡市かぶら文化ホール
201812.2SUN
富岡市かぶら文化ホール
入場料：

全席自由
※当日各500円増一般 3,000円（友の会 2,700円）

※窓口発売は、9:00から。
※電話受付は、発売初日に限り
  13:00からとさせていただきます。

富岡市(0274)
・生涯学習センター
・よろずや文具店
・フラワー＆ますや
・山田書店

62-1531
64-4628
63-1145
62-0175

・木田書店
・各地区公民館

62-6688
甘楽町(0274)
・甘楽町文化会館
下仁田町(0274)
・下仁田町公民館

74-7000

82-3535

南牧村(0274)
・南牧村役場
安中市(027)
・石井書店
・松井田文化会館

87-2011

381-0363
393-4400

※未就学児の入場はご遠慮ください。
※前売券完売の場合は、当日券を販売いたしません。

９月１７日（月･祝）

主　催：富岡市・第42回県民芸術祭運営委員会・群馬県
公益財団法人群馬県教育文化事業団

問い合せ：富岡市かぶら文化ホール
TEL 0274-60-1230

指揮／キンボー・イシイ
ソプラノ／鵜木絵里
アルト／田村由貴絵

テノール／大島　博
バリトン／黒田　博

合　唱：富岡･群響と第９をうたう会（合唱指導：大島　博）
管弦楽：群馬交響楽団

201812.2SUN

プレイガイドチケット発売日

開場／14:00
開演／14:30

第42回県民芸術祭参加事業

県民音楽のひろば

Ludwig
van
Beethoven

Symphony No.9
ベートーヴェンベートーヴェン

ベートーヴェン／「コリオラン」序曲 ハ短調 作品62
曲目

ベートーヴェン／交響曲第9番 ニ短調「合唱付」作品125

Beethoven / Coriolan, Overture Op.62

Beethoven / Symphony No.9 in D minor ''Choral'' Op.125

《合唱付》《合唱付》交響曲第９番交響曲第９番
〈指揮〉キンボー･イシイ

Conductor:Kimbo Ishii

〈ソプラノ〉鵜木絵里
Soprano:Eri Unoki

ⓒ深谷義宣aura.Y2ⓒ深谷義宣aura.Y2

〈アルト〉田村由貴絵
Alto:Yukie Tamura

〈テノール〉大島　博
Tenor:Hiroshi Oshima

〈バリトン〉黒田　博
Baritone:Hiroshi Kuroda



キンボー・イシイ

Profile
《指揮》 Kimbo Ishii《Conductor》

　ドイツ・マクデブルク劇場音楽総監督。2019年夏よりドイツ・シュレースヴィヒ・ホルシュタイン州立劇場の音楽総監
督に就任予定。
　幼少期を日本で過ごし12歳で渡欧、ウィーン市立音楽院にてヴァイオリンをワルター・バリリに師事。1986年に渡米、
ジュリアード音楽院にてドロシー・ディレイのもと研鑽を積む。その後指揮に転向。小澤征爾など各氏に指揮法を師事。
２度にわたりタングルウッド音楽祭に奨学生として参加、小澤征爾をはじめサイモン・ラトル等各氏に師事。
　これまでにベルリン・コミッシェ・オーパー（KOB）首席カペルマイスター、大阪交響楽団首席客演指揮者などを歴任。
ドレスデン・フィル、アウグスブルク歌劇場管、ボストン響室内管弦楽団、上海響、台湾国家響等を指揮。日本において
は、N響、都響、名フィル、札響等を指揮。2010年、「第9回斎藤秀雄メモリアル基金賞」指揮者部門受賞。賞金は、ジュ
ニア・フィルハーモニック・オーケストラに全額寄付された。

鵜木絵里 《ソプラノ》 Eri Unoki《Soprano》

　東京藝術大学卒業。同大学院及び二期会オペラスタジオ修了後、イタリア政府給費生としてミラノへ留学。イタリア・
マンチネッリ劇場にて『ファルスタッフ』ナンネッタで出演。日生劇場及び神奈川県民ホール『ヘンゼルとグレーテル』
グレーテル、佐渡裕指揮・宮本亜門演出『キャンディード』クネゴンデの他、二期会『コジ・ファン・トゥッテ』デス
ピーナ、『ホフマン物語』オランピア、新国立劇場『アラベッラ』フィアカミッリ、『魔笛』パパゲーナ、『こうもり』
イーダ、『ジークフリート』森の小鳥、仙台フィル『フィガロの結婚』スザンナ等演じ、卓越した歌唱と演技力で好評を
博す。
　また、ソニー音楽財団〈Concert for KIDS〉をはじめ、全国各地におけるアウトリーチや教育プログラムにも積極的に
取り組んでいる。本年10月には、“MOZART SINGERS JAPAN”CD《コジ･ファン･トゥッテ》をリリース。二期会会員

田村由貴絵 《メゾ・ソプラノ》 Yukie Tamura《Mezzosoprano》

　お茶の水女子大学、東京藝術大学卒業。同大学院及び二期会オペラ研修所修了。
　これまでに、二期会『ポッペアの戴冠』オッタ―ヴィア、『ジュリアス･シーザー』タイトルロール、『コジ･ファン･
トゥッテ』ドラベッラ、『サロメ』へロディアスの小姓、新国立劇場『ワルキューレ』ロスヴァイセ、『神々の黄昏』フ
ロスヒルデ、佐渡裕プロデュースオペラ『カルメン』メルセデス、日生劇場『ヘンゼルとグレーテル』ヘンゼル、あいち
トリエンナーレ『蝶々夫人』スズキ等で出演。
　本年は、NHK交響楽団『ウエスト・サイド・ストーリー』（P.ヤルヴィ指揮）、ロシアナショナル管弦楽団『イオラン
タ』（M.プレトニョフ指揮）、上海交響楽団『サロメ』（C.デュトワ指揮）等に出演。また、バッハ「ロ短調ミサ」「ヨ
ハネ受難曲」「マニフィカト」、ヘンデル「メサイア」、マーラー「復活」「大地の歌」等のコンサート・ソリストとし
ても高評を得ている。二期会会員

大島　博 《テノール》 Hiroshi Oshima《Tenor》

　熊本県生まれ。中央大学法学部卒業後、東京藝術大学音楽学部声楽科に入学。渡辺高之助、高　丈二、原田茂生、中山
悌一の各氏に師事。1986年、同大学院在学中にミュンヘン音大に留学、エルンスト・ヘフリガーに学ぶ。1990-91年D.
フィッシャー＝ディースカウに師事。1995年東京藝術大学大学院博士課程を修了。
　宗教曲の分野で、初期バロックから現代作品まで幅広いレパートリーを持ち、とりわけバッハの演奏者として定評があ
る。また、ドイツ･リート及び日本歌曲の演奏にも積極的に取り組んでおり、自主企画によるリサイタルに加えて各地で
の客演も数多い。1996年からは〈ドイツ･リートのたのしみ〉と題した、ドイツ歌曲を知るためのレクチャーを継続中。
近年は、さらに合唱指揮者、発声指導者としても幅広く活動している。また楽譜の校訂・編集にも携わっており、近刊に
シューベルト《冬の旅》（全音楽譜出版社）がある。
　立教大学大学院キリスト教学研究科特任教授。国立音楽大学非常勤講師。

黒田　博 《バリトン》 Hiroshi Kuroda《Baritone》

　京都市立芸術大学卒業、東京藝術大学大学院及び二期会オペラスタジオ修了後、渡伊。
　これまでに、二期会『ニュルンベルクのマイスタージンガー』ハンス・ザックス、『魔笛』パパゲーノ、『ドン・ジョ
ヴァンニ』タイトルロール、『フィガロの結婚』フィガロ／伯爵、『パルジファル』アムフォルタス、びわ湖ホール・神
奈川県民ホール『オテロ』イアーゴ、神奈川県民ホール『金閣寺』父、新国立劇場『俊寛』タイトルロール、『鹿鳴館』
影山悠敏伯爵、『夜叉ヶ池』学円、『沈黙』フェレイラ、『ラインの黄金』ドンナー、また同劇場及びロームシアター京都
にて『フィデリオ』ドン・フェルナンド等演じ、いずれも絶賛を博す。コンサートでも、バロックから現代作品まで幅広
く出演、日本を代表するバリトンとして活躍を続けている。
　また本年10月には“MOZART SINGERS JAPAN”CD《コジ･ファン･トゥッテ》をリリース。
　国立音楽大学教授。二期会会員

群馬交響楽団 Gunma Symphony Orchestra

　1945年戦後の荒廃の中で文化を通した復興を目指して創立、1955年、「群響」をモデルに制作された映画「ここに泉あり」が公開され、
全国的に注目を集めた。1947年から始めた移動音楽教室は、2017年度までに延べ634万人を超える児童・生徒が鑑賞、1982年からは高校音
楽教室が開催されるなど、群馬県の文化の象徴として県民から幅広く支持されている。1981年からは群馬県の支援により音楽活動を充実さ
せ、1994年には「プラハの春国際音楽祭」、「ウィーン芸術週間」から同時に招待を受け４カ国を巡る海外公演を実現。2003年にはＮＨＫ
テレビ番組「プロジェクトＸ～挑戦者たち～」で楽団の草創期が紹介され、2004年には天皇皇后両陛下、デンマーク国女王陛下同王配殿下
をお迎えしての移動音楽教室を開催した。2014年に定期演奏会が500回を数え、2015年11月には創立70周年を迎えた。
　群馬交響楽団は、大友直人音楽監督のもと、定期演奏会、移動音楽教室をはじめ幅広い音楽活動を展開している。
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